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FRP防水用ｶﾞﾗｽﾏｯﾄの開発(その1：質量規格の設定) 

 
 
 
ＦＲＰ防水 
質量規格 

ガラスマット 
ガラス繊維 

信頼性向上 
 

 
１．はじめに 

ＦＲＰ防水工法において、ＦＲＰ防水層には各種ガラス繊維

製品の中でガラスマット（チョップドストランドマット）が使

用される。従来、防水用としてもJIS R 3411-1999 で規定され

た一般的なＦＲＰ成形用ガラスマットが使用され、さらに一般

的なＦＲＰ成形品はガラスマットを数枚積層することを前提

としたものである。しかし、ＦＲＰ防水においてはガラスマッ

トを１～２枚（ﾌﾟﾗｲ）という最少の積層枚数でその性能を発揮

しなければならない。一方、実際に過去発生したＦＲＰ防水の

クレーム中で「ＦＲＰ層亀裂」が最多頻度であった。 
この対策（施工上の信頼性向上）のひとつとして、ガラスマ

ット設計の観点から「最小質量の底上げ」に着目した。ＦＲＰ

層亀裂抵抗性はＦＲＰ引張強度評価し、目標は標準質量部分に

おける引張強度の９０％以上と設定した。先ずＦＲＰ成形用ガ

ラスマットを用い、ガラスマット質量とＦＲＰ物性（引張強度

で代表）の関係を求め、そこから標準質量部分の９０％保持率

になる質量、即ち必要な最小質量を算出した。この結果を基に

ガラスマットを試作し、目的を達成するＦＲＰ防水用ガラスマ

ットが設計できた。本報では、ＦＲＰ防水用ガラスマット質量

規格制定に至る経緯について報告する。 
 
２．ガラスマット質量とＦＲＰ物性の関係 

ＦＲＰ防水施工におけるＦＲＰ層亀裂抵抗性の代替指標と

してＦＲＰ引張強度を選択し、以下の条件で試験した。 
（1）使用材料、ＦＲＰ成形条件、引張試験条件 

使用材料 
樹脂； a) 軟質防水用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂（A社） 

b) 軟質防水用ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂（B社） 
ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ； a) 標準質量300g/m2ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 

b) 標準質量380g/m2ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 
c) 標準質量450g/m2ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 

ＦＲＰ成形条件 
材料配合； ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 2 ﾌﾟﾗｲに対し 3kg/m2の樹脂を使用

（硬化剤は樹脂100部に対して1部添加） 
硬化条件； 室温硬化後、80℃×3 時間ﾎﾟｽﾄｷｭｱ 

＊上記成形条件の場合、理論ガラス含有率は、16.7%（300g/m2），

20.2%（380g/m2），23.1%（450g/m2）になる。 
 

正会員 ○田中秀和* 
                     同   上野雅弘** 
                     同   大野博文*** 
 
 
 
 
 
引張試験条件（JIS K 7113 よる） 
試験片 ； ﾀﾞﾝﾍﾞﾙ形1号試験片 
試験速度； 
試験片数； 

5mm／分 
n=5 

 
（2）試験結果 
軟質防水用ポリエステル樹脂Ａ社とＢ社で引張強度絶対値

に違いが生じたので、相対値で表現した。即ち、先ず実測ガラ

ス含有率から使用したガラスマットの質量（理論値）を算出し

た後、各々の樹脂について質量（理論値）と引張強度実測値の

関係を直線回帰し、質量４５０ｇ／ｍ２での引張強度を１００

とした場合の各質量（理論値）での引張強度を相対値化した。

このようにして算出した引張強度（相対値）を各々の質量（理

論値）に対してプロットした結果を図１に示す。 

図１　FRP物性のｶﾞﾗｽﾏｯﾄ質量依存性
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■：樹脂A，　□：樹脂B

 図１から明らかなように、ＦＲＰ引張強度はガラスマット質

量と直線関係にあり、軟質防水用ポリエステル樹脂 A 社も B
社も相対的には同じ直線上に乗ると言える。これを基に標準質

量部分の９０％以上を保持するために必要な最小質量を求め

た結果を表１に示す。 
 

表１ 各標準質量おけるガラスマットの必要最小質量 
標準質量 必要最小質量［理論値］ 

４５０ｇ／ｍ２ ３９７ｇ／ｍ２（－１１．８％） 
３８０ｇ／ｍ２ ３３５ｇ／ｍ２（－１１．８％） 
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３．ＦＲＰ防水用マット（450g/m2相当）試作とその質量分布 

（1）ＦＢＫ防水用ガラスマット（450g/m2 相当）試作 
ＪＩＳ規格（±２０％）を参考に表１の算出結果（最小質量

＝－１１．８％）に従って、標準質量（４５０ｇ／ｍ２）に対

して中心質量が４５０ｇ／ｍ２＋１０％のガラスマット（中心

質量：５００ｇ／ｍ２狙い）を試作した。 
 

（2）質量分布測定 
試作したＦＲＰ防水用ガラスマット［以下、ＦＲＰ防水材工

業会（ＦＢＫ）仕様］とＦＲＰ成形用マット［以下、従来仕様］

の質量分布測定を以下の要領で行った。尚、今回は通常の３０

０ｍｍ角での測定に加え、ガラスマットの小面積部分も考慮し、

１００ｍｍ角での測定も行った。即ち、有効幅１０００ｍｍの

ガラスマットを幅方向に規定サイズ（100mm 角：10 枚／幅、

300mm 角：3 枚／幅）に切り出し、これを長さ方向のランダ

ムに選んだ場所（２７ケ所）で繰り返した。各サンプルの質量

を測定後、ｇ／ｍ２単位に換算した。 
表２および図２－１、２－２に測定結果を示す。 

 
表２ 質量分布測定結果 

 FBK 仕様 従来仕様 
平均 507 455 
σ 19.9 22.7 

 
300mm 角 

平均-3σ 447 387 
平均 505 447 
σ 33.3 46.1 

 
100mm 角 

平均-3σ 405 309 
最小質量＝平均－３σで算出 

図2-1　ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ質量分布比較（300mm角）
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■：FBK仕様，　□：従来仕様

図2-2　ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ質量分布比較（100mm角）
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４．考察 

ＦＢＫ仕様ガラスマット（標準質量４５０ｇ／ｍ２に対し、

中心質量５００ｇ／ｍ２狙いで設計）は表２に示す結果より、

小面積部分（１００ｍｍ角）であっても最小質量は表１の必要

最小質量を満足する。又、実生産における生産ロット間の中心

質量平均値の変動（標準質量±２％＝５００ｇ／ｍ２であって

も４９０ｇ／ｍ２になる場合がある）を考慮しても、最小質量

＝３９０ｇ／ｍ２であり、表１の必要最小質量をほぼ満足する。 
即ち、ＦＢＫ仕様マットは最小質量部分であっても標準質量

部分のＦＲＰ引張強度の９０％を確保できると予想できる。 
 
５．ＦＲＰ防水用ガラスマットの質量規格［３００ｍｍ角］ 

生産ロット間の中心質量平均値の変動を考慮した場合、表２

から最小質量＝４３０ｇ／ｍ２（＝標準質量－４．４％）にな

る場合もある。このことから、表３に示す質量規格（特に、マ

イナス側）を制定した。 
 

表３ ＦＢＫ仕様マットと従来仕様マット質量規格比較 
 ＦＢＫ仕様 従来仕様 備考 

規格 +25 %, - 5 % ±20 % 300mm 角 
 
６．結論 

ＦＲＰ防水材工業会（ＦＢＫ）仕様ガラスマットは、 
（1）従来仕様ガラスマット（ＪＩＳ適合品）に比べ、最小質

量を底上げ（－20% → －5%）したガラスマットである。 
（2）ＦＢＫ仕様ガラスマットは最小質量部分（小面積）の引

張強度保持率は標準質量部分の９０％以上を確保でき

ることが判った。 
以上 
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